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● ２１世紀を迎えたわが国の社会は、これまでの経済的な豊かさを追求した高度経済成

長の時代から、安定した成長のもとで、国民ひとりひとりの暮らしの充実やゆとりを

求める時代へと変わりつつあります。また近年では、少子高齢社会の到来や地球規模

での環境問題などが、大きな課題となってきています。 

このような、社会・経済の変容は四日市市においても同様であり、これまでのように、

急激に成長してきた経済に引っ張られ、後追い的に住宅団地や産業用地の開発による

市街地の拡大を行うのではなく、本市の規模に見合った、計画的かつ効率的な「まち

づくり」（都市計画）により、多様化する市民、社会のニーズに適切に対応していく

ことが必要です。 

 

● 本市は、わが国の東西交通の要衝に位置するとともに、海から山に広がる多彩な地形

や、そこを流れる多くの河川など、豊かな自然を有しています。このような恵まれた

条件のもと、先人達の多大な努力により、歴史ある市街地や港、産業用地、自然豊か

な新市街地、優良な農地などが形成され、多様な産業や人口の集積により、中部地域

を代表する都市のひとつとして発展してきました。 

 

● 時代は今、市民ひとりひとりが、自らのライフスタイルに合わせて、活き活きと暮ら

せるライフステージを求めています。「まち」に「住む・学ぶ・働く・遊ぶ」などの

要素が整い、まちに愛着や誇りを感じられたとき、私たちは永く住みたいと思うので

はないでしょうか。 

 

● 本市は、豊かな自然や多様な産業、都市機能の集積など、多様なライフスタイルに対

応できる条件を備えています。先人達が育んできた、かけがえのない「伝統や文化」

「暮らしの場」「農業や自然」を受け継ぎ、更に暮らしやすい「まち」にして次代に

伝えることで、将来に向かって持続可能な「まちづくり」を進めていくことは、今に

生きる私たちに課せられた使命です。 

 

● このため、市民や事業者など、本市に関わりを有するあらゆる主体が「住んで良かっ

た」「住み続けたい」と実感でき、市外からも「訪れたい」「住みたい」と思っても

らえる「みんなが誇りを持てるまち四日市」を目標として掲げ、共にまちづくりに取

り組んでいかなくてはなりません。 

 

 

２．策定の背景 




